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総説

本演習林は ツン ドラ帯の低灘地より 漸次に高2bて 、 海抜L450mの 木菟 山に到

るを以 て其林 況も低灘林、平坦林、中腹林 、山頂林に分別し得べ く、 叉其の林相はエ

ゾマツ、トドマ ツの混合にして平坦林に在ては一齊林型をなし老齢林分 には腐朽木 地

上 を掩ひ、前生樹 としてエ ゾマツ、トドマツ存生す るも其生長極めて緩漫にして中に

は直径4cm・ 高 さ2mに して128年 に達 す るものあb。 而して傾斜地即 ち中腹林

に於ては擇伐 林型 をなすものあ う。

本調査の場所は所謂軍道左右の平坦林にして海抜高81乃 至24gmの 地なり。

本演習林地方は氣候匠寒 なれば 由來人類の棲息せ ること稀薄にして 土人 ごしては

ギ リャーク、オロツコ等の河濱 に佳居 するに過 ぎす、現 に我演習林 附近に住居せ るも

のは 保恵川の幌内川本流 に注 ぐ河 口に一・部落 をなすものあり、 從 つて 我演習林 は人

類の染手せ るの形跡 を認む ること能はざる嚴i正の意味に於 け る原生林(Urwald)と 稻

す るを得べし。

而 して演習林附近 には所 々に廣大 なる焼跡地 あ り、保恵山麓 に一團地2500ha以

上 の焼跡地 を有 し、尚ほ 他地方に於ても斯の如 き事實 を頻 々として 目撃するを得べ

し。

人類稀薄に して殆ん ど林木の 伐採 を行ふ ことなき同地方に於て 而 も欝 蒼た る原生

林が斯 の如 き廣大 なる面積に亘 うて焼失す るは甚だ奇異な る威を惹起すべ しご錐 も》

由來原生林 に在 つては 週期的 に虫害発生 し 大面積の森林 を喰害枯死せ しめ、且 夏期

は一般に 日照時間長 く、好 天氣数 十日に及び 日中最高温度 も擾氏35度 に達 し土地著

し く乾燥 し、其落葉蘇苔井 に腐朽木は引火 し易 く、且つ此季節は落雷頻繁 なるを以 て

雷火 に ようて山火の発生 すべ き機會 は吾人の想像以上に多か るべ し。 此事實は筆者

が演習林 に於て親 し く禮瞼せる庭にして敢 て疑 を容れざ るなり1)。

1)九 大樺太演習林 に於 ける落 雷に よる森 林火災 の知見=樺 太山林會 報第拾壷號(昭 和六年 四 月)
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之 を記録 に徴す るに文化5乃 至6年(西 暦I808乃 至1809年)に 樺太及黒龍江

を探瞼せ る間宮林藏の樺太族行 日記 中に山火 に關す る記 事あ う。

「文化五年戊辰の夏、林藏初めて此 島を巡回す る時 ヨツケナイ(沃 内、今の北好村、

北緯4g。50')に 至 りし頃、山火あbし に日数20日 を経 て此火 キウ トシ(今 の國境

安別地方)と 云 ふ庭 に至 うて 猶炎 々た う。 其問里程凡 そ十里許 うの間、樹木悉 く嶢

敗す……」

叉C・ASchenckI)は 西比利亜地方 に於け る大面積のー一齊林型の森林は其成生 を

山火に負ふ もの とせ う。

我演習林に於ても今 日大面積 の山火跡 を有す る織 よりす る竜、猫 又 今 日欝蒼た る原

生 林内に於て炭化木 を有す る腐植層、焼石 並に 木炭等 を到 る慮 に登見する點等 よう

観 て、本演習林 の 大部分は往昔山火に罹れ るの跡歴然た るものあるを認む(第 一圖,

写真第一圖版,第 一表 参照)。

叉樺 太 日々新聞(昭 和4年II月6日)に

「本年五月頃か ら杢島に亘 う炭田調査 に來島 してゐた 三井鑛 山會社の理學博士徳田貞

一氏 は数 百年の昔 に起 つた 大 山火 の遺跡 を本島各所に於て立謹す るに至つた。 徳田

博 士 に よると東海岸では泊岸、古丹岸の一帯か ら西海岸 では恵須取の北方、萌菱の邊

まで各地 に分布する石炭層が古い山火事で焼 けてゐる。 是等の焼けた炭層のあ る所

は現在は鶴i蒼た る森林地帯 で時 には 二,三 百年 の樹齢 を持 つ シンコ(エ ゾマツ)が 立

つ て居 う、 それ ようも更 に古い林が 倒れて居 る庭か ら考へ ると此 山火は非常 に古 く

少 くとも、五,六 百年前の ものか と云はれ、且西海岸か ら東海岸 にかけた ものだか ら

可な り大規模の山火 であつた に違 ひない と云ふ。 博士は當時の人の過失か或は落雷

のや うなものが山火の原因になつたのではないか ご云つて居 る。 樺 太山火史上 重要

な登見であ るが、此事實は大正九年頃博士が樺太 を数回横断 した當時既 に認め られ、

今 回更に確認せ られた繹である」

此等の事實 を総掩 す るに我演習林 は 山火 に依 つて 大面積 の更新の行はれた るもの

 i) Der Waldbau des Urwaldes : Allg. Forst. und JagdZeitung. Sept. 1924.
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と断定す るに難か らす。

然 して 数百年の過去に於て山火 に罹 うた るも今 日は鬱閉 良好、完全 なる原生林 と

なり其の林齢 は200乃 至300年 にして其林内には幾多の倒木を生 じ其腐朽せ る残

骸 の上 に前生樹 の密生 す るは到 る庭に見 ることを得べ き現象 な う。 而 して此等の腐

朽倒木上 に発生 せ る前生樹 も適當の機 會を得 るに及んでは 後縫樹 として 次代の林椙

を形成す るの事實は 老齢樹の根株 に腐朽木 を包擁 するの 痕跡 を認むるに よつて知 る

ことを得べ し。

此等の事實 によウて原生林に於 ては 山火 に ようて 大面積の更新行は るると共 に、

山火 に罹 る乙とな く幾百年 を経過せ る場合 の頽老齢樹 は 自然 に枯死倒壊 して 其腐朽

せ る倒木の上 に列状 に稚樹 を発生 し、狭 き帯状更新の行は るるものな う。 これ更新

面積の最小限 ご認むべ きものにして所謂 條状更新法(Saumschlagverji'ngung)こ なす

べ きな ム。

RubnerI)が 我演習林 と氣候並 に植物生態關係の類似せ るLappland(北 緯65乃

至700)に 於 て調査せ る記載に よれば:

Lapplandに 於ては階層林(Etagewald)多 く、其層の数は南より 北に進むに從つて漸
o

i爽減少す。 此原因 を氏は次の如 くに説明せ6。 階層構成の決定的原因は光線並に結
、

實年度の頻度なり 。 而 して 北極 に近 くに從つて 上光(Oberlicht)の 作用は漸次貧弱

εなるもの なれば下層をなす被壓 木は 一層光線 の欠乏を訴へ最下層の前生樹 は枯死

す るに至 るべ しO而 して 光線 の不足 と共 に根の競争 及温度の欠乏の影響あ るは論な

し。叉北極地方に於け る更新(下 種)年 度の稀有なることが擇伐 型 を生ぜざ る原因 な

りと。

結實年度の間隔大な るこごは幼齢級の稚樹 の減 少を來 すべ し。

本演習林の原生林 も比較的階層の少なき一齊林型 なる事はRubnerの 観 察 と同様な

bと 錐 も樹冠層の単純 化 をなす原因 を結實年度 に蹄 するは當 らざ るものなり 。 何 と

なれば腐朽倒木上に発生 せ る稚樹 に就 て見 るに其齢級の關係は 第十 九表、第二十表、

 I) Rubner : Die forstlichpflanzengeographischen Verhältniß des nördlichen Fennskandiens. 

    Forstwiss. Centralbl. 1927. S. 227-23o. •
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寿第二十一表、第二十三圖、第二十 四圖、第二十五圖、二十六圖 の如 くに して 幼齢級

の もの比較的多 し。

原生林1ζ於け る樹冠層の箪純化 に就てH.WalterI)は 述ぶ る庭次の如 し:

原生林 に於ては著 むく一齊林型の もの と、各齢級 を有 し 特 に 老齢級の過多な るもの

との二種 の林相 を観 るべ し。 而して前者 は原生林相の一般的の ものにして後者は過

渡的の ものな う。 不整林相の原生林 も永 く放置す る場合 には其樹冠は再び単純 化 す

るに至 るべ し。蓋 し稚樹の生長の著 しき期間は上木 の疎開より 約50年 間 にして此

期間に於て幼齢樹 は盛 なる樹高生 長をなし終 に老齢樹 に追ひ付 くに至 るべ し。

斯 くして鬱閉 するに至b老 樹 は漸次枯死 し 再び鬱閉 破れた る間隙には稚樹 を生ず

るも後幾干 もな く比隣の樹冠の生 艮に依て絡に鬱閉 せ られ稚樹は潰滅すべ し。 斯 く

して 百幾十年の後比較的大な る面積の樹木が 一時に枯死す るに奎 う最早比隣の樹冠

により て鬱閉 す るこご能はざ る程度に達 す るごきは始めて下木 は旺盛に生育 し、50

乃至IOO年 の後 に至bて 再び醗閉す るに至 るものな うと。

尚H.Walter2)はBialowiesz,Karpathen,Bosnien,Herzegowinaに 於け る原生林

の林況を次の如 く説明せ り。

原生林の第一特徴は枯損木聾立 し、地 上 に腐朽倒木充満す、之れ森林が何等利用せ

られす して天 然に放置せ られた るため 樹 木は倒木 として縦横に錯綜重畳 し、其腐朽

の程度 も雑 多に して 一度之 を踊めば膝 を没す るものあ 外 枯損木 は其 樹幹のみ 聾立

し腐朽 の度 の進むに從つて風の爲め に挫折し、其根株 を高 く残す ものあ り。

原生林 の第二特徴は幼齢級 に比し、老齢 級の多 き事 な 外 蓋し施業林 に在 ては樹木

が高齢 に達 し 其生長遅緩 となれば 之れ を伐探 して幼齢林 に更新せ らるるも、原生林

に在つては自然に枯死 する迄樹木 を放置す るを以 て其年齢 は普通200乃 至300年 、

持 としては400乃 至500年 を示すものなればIoo年 以上の老齢樹多数 を占聖 るは

必 然な め。

第三 特徴は原生林 に在 今ては 屡々多 くの樹種混合 して、異齢林を爲 し老齢樹多数

 I) H. Walter : Einführung in die allgemeine Pflanzengeographie Deutschland, S. 368. 

2) H. Walter : a.a.O. S. 366.
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を占む、然れ共之は凡 ての原生林 に共通する特徴 にあ らず。 又 原生林 に於け る針葉

樹、特 にFichteの 稚樹は極 めて特異なるものなり 、此樹種は殆ん ど常 に腐朽倒木 の

根株 又は地上に横れ る幹部に列状 に生立 す、而 して稚樹の根は幹 を貫通 して又は之 を

廻 うて地上に達す、故に 根株 叉は倒木の腐朽 して浩失す るごきは 根 の上部 は跨立 し

て所謂根上b松(Stelzenfichte)の 状 を呈す と。

而 して九大演習林 に於 ては原生林の二様 の更新型即 ち大面積 の更新 として嶢跡地

の植生の遷移(Successi・n)並 に其林木の生 長状態 を研究し、叉 小面積の更新 こして

は腐朽倒木上の樹種の混合歩合、其生長欺態並に 腐朽倒木に於ける 根系の特殊 なる

登 達を研究せ う。

即 ち本研究の項 目を列 墨すれば次の如し。

第 一 編 大 面 積 更 新

第 一 章 焼 跡 地

第 一 節 位置、地形及土壌

第 二 節 焼跡地一般の状況

第 三 節 罹災年の決定

第 四 節 植生調査

第 五 節 林木生育の状況

第 二 章 山火 後 に成 立 せ る エ ゾ マ ツ、

ト ドマ ツ林

第 一・節 位置、地形及土壌

第 二 節 山火による焼残物の状況並に林況一般

第 三 節 罹災年の決定

第 四 節 植生調査

第 五 節 林木生育の状況
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第 三 章 罹災後の植生が極盛相(Klimax>

に達す る迄の遷移

第 二 編 小 面 積 更 新

第 一・章 腐朽 倒木上の前生樹

第 一 節 更新調査標準地の選定

第 二 節 醗閉林 に於ける前生樹の年齢

第 三 節 腐朽倒木上に生ず る前生樹エゾマツ、

トドマツの混生關係

第 四 節 前生樹の生長

第 五 節 同一の腐朽倒木上に於けるエゾマツ、

トドマツ生育状況

第 六 節 腐朽倒木上の前生樹発生 の過程

第 二 章 エ ゾ マ ツ、 ト ドマ ツ混 合 歩 合

第 三 章 腐朽 倒 木 上 の 前 生 樹 が 被 堅状態

よ り主 林 木 に 生 長 す る迄 の 根 系 の

襲 達 及 び 根 系 と樹 幹 生 長 の 關 係

第 一 節 総 説

第 二 節 前生樹時代

第 三 節 主林木 となる見込ある壮齢時代

第 四 節 主林木時代

第 三 編 結 論



第 一 圖

調 査 地 位 置 圖

凡 例


